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主婦の体育・スポーツ活動に関する一考察
A Study of Housewives' Physical Activities and Sports 
布上恭子
Kyoko Nunogami 
はじめに
第18回オ リンピック東京大会の華々しい祭典の申で，日本人の体力の低さをまざまざと
みせつけられ， その後，体力づくりが叫ばれ， 青少年は勿論の乙と壮年体力テス トにまで
至札未開拓であった幼児体育に刺激を与え，幼児の体力測定などが盛んに行われている。
そこで，我々の北海道社会体育研究会も3年前から，市内をはじめ道内にいた る幼児の体
力測定や生活実態調査を行った。 その結果は既に報告されているが，生活実態調査の結果
や測定にあたっての父兄の状況から，幼児期における運動あそびに対する関心度および理
解度がうすい乙とを感じた。
幼児・児童の体力づくりは，両親特に母親の理解と努力が必要なと乙ろから， 成人lζ対
する体育活動をすすめる必要を感じた。そのことから昭和45年には， 札幌市の主婦の自覚
による健康状態，健康に対する関心度， 余暇の使い方，スポーッに対する関心庭などを調
査し，その結果を発表した。その中で，健康状態の 「悪い」 と感ずる人は 15.7 タ彰で， 「良
い」「普通」は84.3%であった。しかし，その乙とに満足すること なく，全ての人が健康
である乙とを望むと共re，現在の健康状態さえよければよいのではなく ，乙れか ら先も生
涯とおして健康である乙とが望ましいのであ り，そのためには積極的に体育活動を行うべ
くすすめていきたいと考えるものである。
そこで，主婦の生活の仕方や特に余暇時聞の使い万を調査し，スポーツに対する関心と
運動が実際にできない理由を追求し，社会体育の現状を知り，これからの主婦の体育活動
をどのように位置づけしていくべきかについて考察した。
Il 主婦の健康生活実態調査
調査対象 札幌市在住の主婦264名
調査期日 昭和45年5月5日～30日
調査万法質問紙による
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東京オリ ンピックが残したママさんノてレーボールといわれるほど，東京オ リンピック後
バレーボールは勿論のこと，各種の婦人の体育活動は盛んになったといわれる。 テレビの
普及lとより， 美容体操も一世を風眉した。しかし，実際にはその実施者数はすく ないのが
現状である。
文明が発達するにつれ，生活の合理化がなされ，特に家庭の電化がすすむにつれて，身
体を使う乙とが減少し，家事・育児の面でも手がはぶける中で， 余暇時聞が逆に増加して
くる。余暇時聞が増加した ζ とは喜ばしいことであるが，身体活動をともなわない娯楽が
増し，特に家庭においてはテレビの普及Kより，余暇時間のすごし方で一番多いのが，ラ
ジオ・テレビ・新聞の86予ぢであり，次いで雑談・とろ寝・読書などである。そこで， 昭和
45年の札幌市在住の主婦の生活調査の中から問題をと りあげた。
1. 生活時間
家事労働については， 他の調査結果 も同様のところから， 表 1の数値は現在の主婦の家
事労働時間とみてよかろう。沼尻氏の調査による昭和27年の東京の主婦の家事作業時聞は
554分，昭和34年は457分であ り，約10年後の今日は，家事労働についてはかなりすくな
くなっている。乙のような家事労働時間の減少は， 余暇時間の増加となるととは表 2の如
くであり， 2人家族のサラ リーマンと 5人家族のサラリーマンの家事労働時間の相違が約
70分で，後者の方が多 くなってお り， 文化 ・教養にかける時間の相違が65分で前者が多い。
また職業のある人は家事にかける時聞がすくなく，当然余暇時間もすくない。
表 1 札幌市の主婦の生活時間
；手当 有 （7 3人 ） 無（ 1 9 1人 ）水 土日 水 土 日N 時間 N 時間 N 時間 N 時間 N 時間 N 時 間
家 事 労 働 63 181分 59 195分 59 183分 155 292分 140 291分 142 284分
生 理 63 106 59 113 59 114 15 5 139 140 138 142 144 
通 動 34 36 28 37 9 27 
職 業
仕 事 60 448 55 429 26 454 
新聞・ラジオ・テレビ 57 115 52 148 52 182 141 183 130 204 126 213 
余 趣 味 23 54 17 60 20 103 78 123 59 114 46 102 
スポーツ・身体活動 15 42 12 44 16 75 31 57 38 62 41 81 
休 it L、 39 83 29 82 34 121 80 114 87 109 71 145 
暇 そ の 他 11 63 12 88 15 138 43 151 41 130 41 180 
Z口>. 計 59 239 54 235 54 342 147 358 134 367 134 404 
陸 眠 63 432 59 436 59 472 15 5 443 140 462 142 474 
そ の 他 5 82 4 71 5 158 32 255 29 162 25 188 
（注）Nのちがいは不記Kよるもの。
2. 余暇時間
主婦の余暇時間がど
のようにしてっくり 出
されているのかは表 3
の如くであり，「別に
工夫していない」が
38. 3 予彰で一番多 く，「生
活プランを立て仕事を
早くする」が35.2予ぢで
ある。健康状態別には
既に発表したが，健康
生、J都＼ミ内ト戸公＼里三空匝盃陸Z立： 
家 事
育 児
食事 ・ 身 廻
陸 眠
文 化・ 教養
職 業
日 i口"" 計
表2 職 業別労 働時間
サラ リー サラリー 教 師 開 業 医マン マン
2 5 5 7 
時間開 時間 開 時間働 時 間 働
374 445 308 195 
40 360 
390 350 280 150 
471 465 432 405 
205 140 60 60 
630 
1, 440 1, 440 1, 440 1. 440 
37 
（沼尻氏による）
食料品店 陣岩手傭
8 7 
時間帥 時間側
170 154 
12 
180 201 
437 357 
41 106 
600 622 
1, 440 1, 40 
状態のよい人ほど「 生活プランを立て仕事を早くする」が多かつだ ところから若い年代に
やや多いのも当然かと思われる。年令聞には有意差はなかった。
表でも明らかなように，主婦が余暇をっくり出すための工夫は，「生活プランを立て仕
事を早くする 」乙とと「テレビを見る時聞をすくとEくする」ことに代表され，「 家事労働
をすくなくしている」 も15.5%となっている。
表 3 余暇をっく り出すための工夫
（重答）
て吉正三年代2 0代 3 0代 4 0代 ぷロ込 計分類人数 2 8 1 3 1 1 0 5 264 
人 数 Oh N % N qも N % N % h 
1. It:活プランを立て仕事を早くする 12 42. 9 48 36. 6 33 31. 4 93 35. 2 土10.3
2 睡眠時聞を少伝 くしている 2 7. 1 5 3. 8 2 1. 9 9 3.4 －十433 1 ,995 
3. 家事労働を少なく している 2 7. 1 23 17. 6 16 15. 2 41 15. 5 + 15j - 9 
4 テレビを見る時間金少なくしている 14 50. 0 41 31. 3 26 24. 8 81 30. 7 ± 10.2' 
5 そ の 他 。 。 4 3. 1 3 2. 9 7 2. 7 ±/9i§ 
6 別にく ふうしていない 4 14. 3 49 37. 4 48 45. 7 101 38. 3 土 9.7
表 4 主婦の余暇時間（ 札幌 ）
職 業 有 （7 3人 ） 無 （ 1 9 1人 ）
曜 日 水曜 土曜 日曜 水 曜 土 曜 日 曜
項目 人数時間 N 分 N 分 N 分 N 分 i N 分 N 分
新聞 ・テ レビ・ラジオ 57 115 52 148 52 182 141 183 130 204 126 213 
趣 味 23 54 17 60 20 103 78 123 59 114 46 102 
スポーツおよび身体活動 15 42 12 44 16 75 31 57 38 62 41 81 
休 憩 39 83 29 82 34 121 80 114 87 109 71 145 
そ の 他 11 63 12 88 15 138 43 151 41 130 41 180 
余 暇 ft 計 59 239 54 235 54 342 147 358 134 367 134 404 
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表4によると，余暇時間の中で最も多いのは新聞・ラジオ・テレビであり，職業ある人
でも平日 115分である。土・日曜は当然その時間も増加する。職業ある人と無い人の余暇
時間の過とし方の大きな相違は，趣味・休憩・その他，にかける時聞が前者においですく
ないことである。
今日は余暇時代といわれる程であり，余暇時聞が増大している乙とは確かである。余暇
は，労働や仕事と対比して考えられているが，その余暇の考え方， あり方については一様
ではない。労働時聞に対比して考えられる余暇時間であるから，i 労働時聞が減少すれば当
然余暇時間は増大することになるの我固における労働基準法施行前の労働時聞が週60時間
( 1日当たり10時間程度）であった乙とを考えると，労働基準法により48時間と規定され
たことで，戦前K比較すれば週平均10時間の短縮はみられる。しかし，これは表 5のとお
り欧米諸国に比較すれば， 余暇時間が増加したといえどもそこにひらきがみられる。ただ
し，世界の傾向としてみれば，日本も含めて労働時間の減少傾向をたどっている ζ とは否
定できない事実である。
表5 主要国の週間労働時間（製造業1人当たりの実労働時間）
年 代 アメリカ カナダ イギリス 西 ドイツ フランス スイス 日 本
1 9 5 5 40‘7 41. 0 46. 4 48. 8 44. 7 49. 7 48. 4 
1 9 5 6 40. 4 41. 0 46. 0 47. 8 45. 4 47. 7 50. 2 
1 9 5 7 39. 8 40. 4 45. 8 46. 4 45. 7 47. 4 50. 2 
1 9 5 8 39. 2 40. 2 45. 3 4 5.5 45. 1 46. 8 50. 2 
1 9 5 9 40. 3 40. 7 46. 1 44. 8 46. 6 50. 5 
（注）東洋経済『経済統計年鑑』による。
昭和45年の道内の2.5～日才の主婦1,200人についての生活をアンケート調査したものによ
ると「自由に使える時聞がふえている」369も， 「少しづっふえている」30%で， 66%は余
暇をたのしめるようになっている。また，毎日の生活で「自由に使える時聞を持っている」
819らであり， その時間のうち， 「テ レビ・ラジオをみる・きく」54%, 「新聞・ 雑誌を読
む」32%で， 86 9もは新聞 ・ラジオ・テレ ビ・雑誌などに時間を使っている。また昭和45年
NH K生活調査によ ると，余暇・自由時間は， 一日平均 3時間半，土曜は4時間，日曜は
5時間半となっている。乙の増大した余暇時聞をL、かにすとすかが現代人の課題でもある
わけである。
3. 余暇時間の体育活動
現代の急激な余暇の増大は技術革新による ものであり， 高度の機械化 ・工業などの大規
模化，迅速なる通信輸送などによる生産性の向上などがもたらす労働の変化，人口の都市
集中，激しい進学競争，核家族化， そして女性の（ 特に主婦の）職場進出などにより生活
意識が変化して来ている。乙ういった中で， 人間性の消失，健康の阻害，国民の体力低下，
運動不足病の増加などがお乙り，自然へのあ乙がれがよみがえり，自然を求める姿勢があ
らわれはじめた。こうして，画一的・機械的
な生活の申から，必然的にスポーツ活動への
欲求が生まれて来た といわれるが， 実際l乙札
幌市の主婦のスポーツおよび身体活動につい
ての実施者数を表6・7にみるとすくない乙
とがわかる。 特にその実施時聞については表
7の如くであり， 30分， 60分が多 く， ζの位
の時聞が主婦に適当かとも思われる。
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表6 スポーツおよび身体活動実施者
芯 有 無 全体7 3 I 9 I 264 N % N % N % 
水 10 13. 7 31 16. 2 41 15. 5 
土 9 12. 3 34 17. 8 43 16. 3 
日 10 13. 7 38 19. 9 48 18. 2 
実施者数は，多い曜日でも約18%であり，内容については「美容体操」「テレビ体操」
「ラジオ体操」 「散歩」「庭いじり Jがも っと も多く， 「登山Jの330分を除いては長い
時間のものは 「山菜とり」「庭いじり」であった。
4. 健康意識
スポーツおよび身体活動実施者数がすくない現状であるが，主婦の健康意識は表 8の如
くであり ，健康状態が悪いと感ずる人は13.3%である。 86.7 9らは健康状態が 「良い 」「普
表7 余暇時聞におけるスポーツおよび身体活動実施者数
5’ 10’ 15 20 30 45 60 90 120 150 180 240 300 330 
水 3 4 2 I 
20才代 土 I 5 2 2 
日 2 I 2 I I 
水 I I I 4 5 I 4 I I 
30才代 土 I I 3 7 6 I 2 
日 I 3 4 5 2 4 2 I I 
水 7 4 I 
40才代 土 6 2 I 3 
日 7 6 2 I I 
水 I I I 4 15 12 3 I I I 
全 体 土 I I 3 14 13 4 5 2 
日 I 3 11 13 5 7 2 3 1 1 
表 8 主婦の健康意識
返謡 20才代（ 28) 30才代（131 ) 40才代（105 ) 全体（264) N % h N % h N 9も h N % h 
良 し、 5 1 7. 9 + 35.6 26 19. 8 + 21.3 11 10. 5 + 34.5 42 15. 9 + 15.0 - 17.5 - 131 - 9 7 - 93 
普 通 20 71. 4 
+ 24.3 90 68. 7 ± 9.6 77 73. 3 ± 10.2 187 70. 8 土 6.7一18.1
悪 L、 3 1 0. 7 + 34.5 15 11. 5 + 26.5 17 16. 2 + 27.4 35 13. 3 + 16.3 - 97 - 91 12.6 - 97 
計 28 100. 0 131 100. 0 105 100. 0 264 100. 0 
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表 9 健康であると 感じ ている現象
（重答 ）
年 代 20才代（ 25 ) 30才代（ 116 ) 40才代（ 88) 全 体 （229 ) 
健康状態 良いと普通 良いと普通 良いと普通 良いと普通
扇官～＼～～と数 N % h N % h N % h N % h 
l. 熟睡できる。 18 72.0 +24.3 91 78.4 十 9.6 64 72.7 十I3.2 173 75.5 土 5.8-18.l - 7.8 -11.3 
2 食欲めり，おいし 21 84.0 十 22.9 89 76.7 + 9.6 63 71.6 +13,2 173 75.5 士 5.8し、。 -11 8 - 7.8 一113 
3. 病気しない。 10 40.0 +33.8 61 52.6 士13.2 48 54.5 士14.9 119 52.0 土 9.1-27.9 
4 疲れを感じない。 4 16.0 +35.3 10 8.6 +34.5 9 10.2 +34.5 23 10.0 +19.0 -13.9 - 9 7 - 9.7 - 8 2 
5. 活気，意欲ある。 8 32.0 +35.3 44 37. 9 + 16.0 27 30.7 +21.5 79 34.5 + 11. 9 -23.4 一14.4 1ー65 一10.6 
6. 十無分理がきき， 労働 5 20.0 +35.6 20 17. 2 十23.7 15 17. 0 +27.4 40 17. 5 +15. 8 K 耐えられる。 -17.5 -14.2 一126 -11 0 
7. 自覚も症状なく身体 11 44.0 +33.8 27 23.3 +21.3 10 11.4 十34.5 48 21.0 +14.0 ど乙 いたくと£し、。 -27.9 -13.1 - 97 -10.0 
8 肩が乙らない。 4 16.0 +35.3 28 24.1 十19.6 17 19.3 +28.0 49 21.4 +14.0 -13.9 -12.3 -15.4 -10.0 
9 排便，生理順調 11 44.0 +33.8 66 56.9 士11.7 49 55. 7 +14.9 126 55.0 土 9.1-27.9 -136 
10. 生活楽しく気持よ 7 28.0 +35.3 48 1.4 + 14.9 40 45.5 土16.3 95 41.5 ± 9.7 L、。 -23.4 -13.6 
11. 不 記 。 。 。 1 0.9 +33.1 6 6.8 +33.1 7 3.1 +33.1 -4 995 -4 995 -4995 
通」である。そして，健康状態が「良い」「普通」と感じている現象は表 9の如くであり，
「熟睡できる J75.5%，「食欲あり，おいしい」75.5%，「排便・生理が順調」 55.0%,
「病気をしない」 52.0%であり，それらの状態のよい人が健康であるとみられる。また，
乙れら身体的と思われる項目のほかに，「活気 ・意欲がある」「生活が楽しく気持がよい」
など精神的と思われる項目もあげられてお り，34. 5 % , 4 1.5 %となっている。
主婦がスポーツおよび身体活動を実施しない原因は多くあろうが，それが身体的に健康
で、ないためではないことは表 7でわかった。しかし，現在健康であることで満足していら
れないことは， 最近の猪飼氏の言でも明らかである。猪飼氏によれば，「最近の日本人は，
五十年前と比べ， 足の力が弱くなってきている。乙のままで推移すればy 生物学的にみて
危機を招く恐れさえある。」という乙とであり，足の力の衰えを防ぐためには なによりも
「歩け・ 歩け」が効果的といわれる。しかし，これは最低限の運動であり，もっと積極的
に体を鍛える必要はあると考える。福本氏によれば，週2回の体操を半年間実施した結果
の調査で，「家庭に入り， 相当高年令になった主婦においても，体操を行うことによ って
の体力の維持向上はむずかしいものではない。Jとのべている。そして，東京都内の体操教
41 
体操による生理的効果（福本氏による〕図1室の参加者に図 1の如
新宿・小金井・松原団地における体操教室き生理的効果があった
総人数 78人
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室民参加する乙とによ
り「肩こりがしなくな
た」が15.5%, 32.1 % 
であり，体操による効
体が動かしやすくなっ
った」「身軽にな り，
果がわかる。
健康維持の方法5. 
どの位運動をするようにしているかについて，
「無理せず，身体を休
表10をみ健康維持のための工夫として，
「栄養に気をつける 」62.5%,「睡眠を充分とる J62.9＇）ら，ると，
「運動をするようにする」 34.5% とすくなくなる。運動の必要性は，める」 54.5＇）もであり，
健康維持のための工夫
デ古 20代 30代 40代 d口'- 計28 131 105 264 N 9彰 N % N 9彰 N 言杉 h 
1 睡眠を充分とる 16 57. 1 80 61. 1 70 66. 7 166 62. 9 土 7.6 
2. 運動をするようにする。 4 14. 3 60 45. 8 27 25. 7 91 34. 5 土 9.6 
3. 栄 養に気を つ ける 16 57. 1 79 60. 3 68 64. 8 163 62. 5 土 7.6 
4. 食事時聞をきめる 9 32. 1 44 33. 6 37 35. 2 90 34. 1 土 9.6 
5 無理せず、身体休める 14 50. 0 65 49. 6 65 61. 9 144 54. 5 土 8.3 
6 そ の 他 。 。。 。3 2. 9 3 l. 1 + 33. 1 -4 995 
不 言己 1 3. 6 9 6. 9 4 3. 8 14 5. 3 + 24. 7 -4. 92 
〈重答）
表 10 
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図 2 健康維持 のた めの工 夫
健 康 状態別 年代別
o/c 
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ほとんどの人が知っているが，実際に健康維持のための工夫として運動をするよ うにして
いる人はすく ない。そして， 実際i乙運動している人が，水曜は 15.5%，土曜は16.3o/，日
曜は 18.2'7らであり ，「健康維持のため運動をするよ うにしている」の内容は， 買物を遠方
まで歩いて出かけることやエレベーターを使わず階段を昇ることなど も含まれ， その他lと
軽運動の散歩， 美容体操，庭いじり， 畑っくり， 社交ダンスが多く，スポーツ種目ではノて
レーボール， パトミン トン，スキ ー，卓球などであるがその数はすくない。 健康状態別に
みると図2の如く，健康状態の「良い」は「運動をするよう にしている 」が 59.5%で，
「普通」「悪い」は「睡眠を充分とり， 栄養t乙気をつけ，無理せず身体を休める Jという
ことで，運動をすることは，「普通」が35.8%, 「悪い」が 25.7%とすくなく なっている。
やはり健康状態の良い人は多く運動をしている。
6. 余暇活動
現在，身体活動を積極的に行わない人でも， もし余暇時間が今よ り増加した らスポーツ
および身体活動をするかもしれないと考え調査したが，表 11の如くで 「本をよむ」33.3%,
「習い事」27.3%，「旅行 」26.5%であり， スポーツおよび身体活動は13.6 '7らとすくない。
また 「別になし」が24.6'7らもあることは無関心であり残念なことである。
7. スポーツの関心度
乙乙でのスポーツは広義の ものではなし一般的なスポーツ種目について，みるのがす
きかきらいか，するのがすきかきらいかをみた。表12の如 く，みるのがすきな入は 53.8%
であるが，するのがすきな人は 38.3'7もとすく なくなる。逆にするのがきらいな人は9.19らで
あり，現在よ り多くの人にスポーツおよび身体活動をすすめていくことは可能と思われる。
「不記」がそれぞれ 26.9%, 33.7 %とあるが，き らいではないのでこれもすすめ万Kよっ
ては関心を もたせることが可能なる層と考える。こ乙でのスポーツは現有のスポーツであ
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表 11 余暇時間にしたいと思う乙と
（重答）
戸高 20代 30代 40代
d口'- 計
28 131 105 264 
N 予ち N 手彰 N ヲ多 N 宮路
1 昼 寝 4 14. 3 8 6. 1 12 11. 4 24 9. 1 
2 雑 談 3 10. 7 3 2. 3 4 3. 8 10 3. 8 
3 買 物 。 。14 10. 7 7 6. 7 21 8. 0 
4 「r レ ビを見る 1 3. 6 11 8. 4 11 10. 5 23 8. 7 
5 本 を よ む 8 28. 6 48 36. 6 32 30. 5 88 33. 3 
6 スポーツおよび身体活動 7 25. 0 16 12. 2 13 12. 4 36 13. 6 
7 旅 干7 8 28. 6 32 24. 4 30 28. 6 70 26. 5 
8 習 L、 事 6 21. 4 39 29. 8 27 25. 7 72 27. 3 
9 そ の 他 5 17. 9 9 6. 9 5 4. 8 19 7. 2 
10 別 tζ な し 3 10. 7 32 24. 4 30 28. 6 65 24. 6 
表 12 スポ ー ッについ て
年 代 20代 30代 40代 .g. 計
よ子ぞ1 28 131 105 264 N ヨ長 N 9ち N 9杉 N 9皆 h 
す き 20 71. 4 67 51. 1 55 52. 4 142 53. 8 土 8.3 
み 十 33.1 
き ら L、 1 3. 6 4 3. 1 4 3. 8 9 3. 4 - 4. 995 
どちらでもない 2 7. 1 22 16. 8 19 18. 1 43 16. 3 
十 14.0 
-8. 9 
る + 11. 9 
不 5己 5 17. 9 39 29. 8 27 25. 7 71 26. 9 - 10. 6 
す き 10 35. 7 62 47. 3 29 27. 6 101 38. 3 土 9.7 
す + 19. 0 
き ら し、 3. 6 12 9. 2 11 10. 5 24 9. 1 -8. 2 
どちらでもない 7 25. 0 18 13. 7 26 24. 8 51 19. 3 + 14. 0 
る
- 10. 0 
不 記 10 35. 7 40 30. 5 39 37. 1 89 33. 7 土 9.6 
るので，軽運動や野外活動は含まれていない。するのがすきである人は，現在実施されて
いる種目がバレーボール・パトミ ントン・卓球などである ところから， それらの種目 と同
ーのものと考える。
8. 身体活動をしない理由
計画的に身体活動を実施している人は僅か5.39らであり全くすくない。しかし，健康維持
のため計画的ではなくても運動をするように工夫している人が 34.59らであり，乙の層の数
をせめて80ヲも位にも ってゆきたいものである。健東維持のためにさえ身体活動をしない人
の71名について，その理由をみる と表13の如くであり， 「疲れ る」26.8o/q 「近くに施設・
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表13 運動していない人の理由
（重答）
年 代 20代 30代 40代 全 体
数 14 29 28 71 
項目一一一～迫笠 N 5る N 手伝 N 9杉 N 9彰
時 間 古3 お しい 。 。 4 13. 8 2 7. 1 6 8. 5 
近くに施設や場所ない 3 21. 4 8 27. 6 7 25. 0 18 25. 4 
仲 閲 治1 L、f.t い 3 21. 4 7 24. 1 7 25. 0 17 23. 9 
選 動 fJ, き ら L、 。 。 5 17. 2 5 17. 9 10 14. 1 
経済的に無理がある 。 。 1 3. 4 2 7. 1 3 4. 2 
運動すると疲れる 1 7. 1 7 24. 1 11 39. 3 19 26. 8 
子供・老メJζ手がかかる 10 71. 4 5 17. 2 1 3. 6 16 22. 5 
病気がらであ る 2 14. 3 2 6. 9 6 21. 4 10 14. 1 
病 人 fJ, し、 る 。 。 1 3. 4 。 。 1 1. 4 
家事労働で疲れる 3 21. 4 6 20. 7 4 14. 3 13 18. 3 
そ の 他 の理由 1 7. 1 1 3. 4 1 3. 6 3 4. 2 
場所がないJ25.4%, 「仲間がいない」 23.9%，「子供 ・老人に手がかかる J22.5 ヲらであ
り，乙れらの問題解決をする乙とにより身体活動をする人が多くなるかもしれない。 一般
的には機会があったらスポーツをしてみたいという婦人は多い。しか も，週 2回ぐらいの
体操で図 1の如 く生理的効果があったと知ればなおスポーツ活動への興味がわくであろう。
新宿・小金井などの「婦人の体操教室」の調査による と，ほとんどの人は家事 ・育児の
ほかは自由な時間であり，収入は一般と比較するとはるかに高いということで， 婦人の体
操教室が一般大衆のものとなっていないことがわかる。しかし， 経済的な理由がそれをは
ばんでいないζ とは，新宿における無料教室にさ え参加者が多くないこ とからも 問らかで
ある。無料の体操教室に婦人が殺到するような状憶にでもならないかぎりは，施設を増す
乙とよりも， 運動の必要性を説くことが先決のよう である。運動に対する認識が深まれば
現在の経済状態でも充分社会体育に参加しう るであろう し，その上で地域社会に住民のた
めの各種の体育施設ができれば社会体育は発展していくであろう。
① 婦人層の多くは運動の必要性を知っている。
＠ スポーツに対する関心度はかなり高い。
① 余暇時聞は増加している。
という 乙とであれば，運動効果を知らせるとともtζ，地域社会に密着した施設を使用して，
安易なものから段階を追った指導を続けることであり，また，家庭lζ閉じこもっている主
婦が外へ出て運動する乙とに支障をき たす条件をぬぐいきっていくこ とも合わせて考慮す
る必要があろう。 とにかく，実際に運動をする人の身になっ て， 施設 ・場所，指導方法，
時間のと り万，経済的な問題な ど，あ らゆる点で考慮されねばならない。 家庭の中に閉じ
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こもり，安住してしまう型の多い主婦を対象に成す全ゆる事業は，多くの困難な問題をか
らんでいる。しかし，主婦層に健康についての正しい知識を植えつけていく乙とが，一番
早道である乙とは明確である。生産体育を望りならばその第一歩は幼児期であり， 0才か
ら100才までの体力づくりをといわれている現在，まだまだ日本は立ち遅れの感がある。
以上の主婦の健康生活という ζ とでの実態調査報告を通して，その問題点を追求したい。
E論 議
主婦の体育・スポーッ活動は，学校時代の体育の影響も大きく，また現状の社会体育の
あり万からの影響もあるところから，それらの現状をとらえ主婦の身体活動をはばむ問題
点、を考えてみたい。
1. 社会体育の現状と問題点
体育は，一般的にいえば学校体育と社会体育に分けられる。そして学校体育も社会体育
も，それぞれスポーツに依存するものが大きいのである。体育は，身体運動を通して成さ
れる教育であり，体育の申でスポーツを用いるならば，それは教育的なものでなければな
らない。体育とスポーツは同一概念ではないのである。「スポーツは遊戯の性格をもち，
自己とのたたかいの形式をとるか，あるいは他人との競争を含む活動のすべてである。も
し乙の活動が，競争的lζ行われろときには，それは常にスポーツマンシップの精神をもっ
て行われるべきである。フェアプレーのないと乙ろに真のスポーツはあり得ない。」と国際
スポーツ・体育協議会（ 1 9 6 4年）において，スポーツの定義がなされた。ヂして，乙れ
はアマチュアスポーツの 3領域といわれる学校スポーツ・余暇時のスポーツ・チャンピオ
ンスポーツのそれぞれをこの中に包括しているのである。
教育の中でスポーツを育であげて来たのは，学校における運動部であり，この運動部が
除々に組織化され，対抗試合等を増す乙とにより発展して来たのである。社会情勢の変化，
そして教育思想の変化などにより，スポーツは様々なる変質を余儀なく会れた乙ともある
が，戦後の教育制度の中でスポーツは急激なる発展を成したといえよう。戦後，体育の教
材はスポーツ種目が中心となり，その指導方法もそれまでの教師の一方的な指導法から，
児童・生徒中心の体育へとかわり進められてきた。しかし，このように急激に変化した教
育課程には，後l乙種々の問題も残され，特lと児童・生徒中心の体育は，その指導にも馴れ
ない教師の放任にも似た指導などが問題とされ，改めて検討されるようになり，また教材
としては柔道・剣道・弓道などの国技がとり入れられるようになった。
そして，オリンピックの日本参加が復活する乙とによりスポーッも盛んとなり，特に学
校体育におけるスポーッもその影響をうけて活発なる活動をみせるようになってきたので
ある。またプロスポーツが盛んになったところから当然のととく見るスポーツ人口が増し
て来たのである。そして、第18回オリンピック東京大会が開催されるようになり，いよい
よスポーツが浮彫りにされた。スポーツを通しての人づくりや根性についてのはなぱなし
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い論議もまだ耳新しい 図3 小・中・高校別のスポー ツ活動
ところである。乙のオ
リンピックの影響を受
けて，大衆lζ対する体
育・スポーツの普及が
成され，更に，それに
一役かったのは「地方
スポーツ振興について」
体育指導員設置要領」
「スポーッ振興法」な
どの制定，そして「ス
ポーツ教室」「スポー
ツ少年団J「スポーツ
テスト」などの普及に
伴なし、明らかに国の
方針として打ち出され
て来たのである。 ζれ
らも空転のきざしがな
いでもなく，そ乙 lと種
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々の問題を残しながら，国民全体のスポーッ欲求とは無関係に実施されているかのように
見受けられ，かつまた，スポーツは特別の人達のもの，あるいは学校時代にのみ成される
ものという考え方を今だにぬぐいさらずにいるように感ずる。
学校におけるスポーツは，正課時における体育の中での指導と課外lと行われる活動とが
あり，正課時の体育ではスポーッを通じての人間形成をねがい，課外の活動においては更
にスポーツの経験を重ねることにより，よりスポーツを深めていく乙とになる。しかし，
正課時の体育といえども進学を前にした学年ではすくなくなっているのが現状である。学
校で思う存分スポーツに親しむことをうばわれ，それらを外に向けたくても地域社会にそ
の受け入れ態勢がなく，児童・生徒のスポーツへの欲求は閉ぎされている。一方，課外に
おけるスポーツのクラブは，ますます専門化する傾向にあり，一部の児童・生徒のための
スポーツという形態がとられるようになる。粂野氏による小・中・高校別のスポーツ活動
実施状況は，第 3図の如きものであり，進学によるスポーツ活動への影響は大きいものと
考えられる。しかし，優秀校の生徒ほど勉強時間も長く，更にスポーツ活動も多いといわ
れるところから，適度なスポーツ活動は勉強をも助けるものと思われるので，進学を前に
した体育指導については一考を要するであろう。
生徒のスポーツへの欲求をおさえ，指導者の欲求をもおさえてスポーツの発展を阻止す
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るものとしては， IL Oの問題による教職員の勤務時聞に関連し，課外活動としてのスポ
ーツクラブを指導することができないという現状である。一部の学校においてのみスポー
ツクラブが盛んに活動できるということであれば，等し く生徒がスポーツに親しむことが
できなくなる。地域社会にその受け入れ態勢がない現状では，学校から生徒を追い出して
しまっては， 青少年へのスポーツの発展は望まれない。中学・高校における大切な運動欲
求のたかまりを阻止するような状態で，果して生涯体育の期待ができるであろうか。
このようにして，スポーツがあまりに技術追求へと進むこと により，一部の人達のスポ
ーツとなりうるであろうし，また，スポーツの欲求を阻止するような条件が多くなれば，
乙れも一部の人達のスポーツになりうるであろう。乙のようにして， スポーツが一部の人
々の活躍により広められるならば，それは施設・指導者の不足も手伝って，自己の活動欲
求がた Y見ることによっておきかえられてしまい，スポーツ人口が多くても，見るスポー
ツ人口の方が多いという結果になってしまうであろう。青少年の場合については，運動へ
の欲求を阻止する乙とは，非行問題とも関連あるとされ，社会体育の発展が望まれる。
青少年K限らず，国民の素朴なるスポーツへの欲求が，いFも簡単に満たされるものは
ないだろうか。手軽に，お金をかけずに， さらに自分の欲求にあった種目のスポーツをい
つでもできるならば，社会体育K参加する人が増加することは当然である。 今の社会体育
のための施設は，営利 ・非営利などあろうが，健全なる身体を育成助長させる乙とにその
目的をおき，それぞれの人のスポーツ欲求を満たしてくれる施設がどの位あるのだろうかの
スポーツ活動を実施するにあたり，その必要なる条件を考えてみると，まず第ーに大衆
のスポーツに対する徴求，第二に指導者の問題， 第三に施設 ・用具の問題などあげられる
が，それらについての現状を把握してみたい。それらの現状が日本における社会体育の現
状を生みだしているものと考えるのである。
(1) 大衆のスポーツl乙対する欲求
現代は，社会機構が急激にかわり，運動する乙とが人間p:（＂って大切な意味を もつよう
になった。技術改革lとより，現代社会のような特色ある形ができあがって来たのであるが，
その中で運動の必要性が大きく叫ばれるようになったのである。現代病といわれる運動不
足病を知りつつも，大衆はその運動への欲求を満たす場所を身近かにもたない。中学・ 高
校における体育施設 も， 高度化による競技スポーッ選手のための ものとなり，スポーツが
盛んになる乙とにより，平凡な運動への欲求をもっ大衆のための施設 ・場所はすくない。
従っ‘て営利目的のボーリングや室内スケー トリ ンク等に集中してしま う。 乙のことも経済
的なものの影響もあり，やはり一部の人の運動欲求を満たすだけのものにすきfない。多く
の人はそれぞれの運動欲求をもつだけで，それを満たす方法を知らない。運動をするとい
う乙とがいかにも仰々しく感ぜられている。
現在，日本のスポーツ界はようやく底辺拡大を叫ぴ，いわゆる大衆のためのスポーツを
考えるに至ったのであるが，それは常、にピラミッドの頂点のための底辺拡大を考えている
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ょうであるが，それでは素朴なる運動欲求を満たしたいとする大衆のためのスポーツは生
まれて乙ない。大衆のスポーツは，スポーツをする乙とそれ自体に目的がもたれるもので
あり，競技スポーツとは目的を異にするものであり，この目的を異にするものが同一ピラ
ミッドの底辺となり頂点となることではいけない。目的のちがった二つのピラミッ ドと考
えることがよいのではないかと考える。大衆スポーツはその中で， 年令・性差によ る目的
意識に大きな差があり，大衆スポーッ自体がいくつかのピラミ ッドに分かれてしかるべき
なのかもしれなL、。日本体育協会hら打ち出された社会体育のための方針は，まだ具体的
にはされていないにしても，今までのよ うな競技スポーッ中心であった体協の中に社会体
育の問題が生まれて来た乙とは，結果はまだわからないにして も喜ばしいζ とである。し
かし，高度化と大衆化という両面をかかえて，今後体協がどのよ うな方針をもって進むか
が，ひいては今後の社会体育の方向をも形づくる乙とになるであろう。そ ζで， 果して身
体活動の必要性を感じている大衆はどの位あるのか．また必要性を感じながらもやろう と
しない原因は何かをさぐる必要があろう。我々の調査によるとほとんどの人が身体活動の
必要性を感じているといわれている。 45年の婦人対象の筆者の調査では，必要を感じても
やれない理由として， 「暇がない」「仲間がいないJ「場所がない」 「お金がかかる 」
「疲れる」などの理由があげられたが， 果してそれらに起因するものばかりであろ うか。
何よりも運動・スポーツを身近かに感じさせる指導体制が大切であり，スポーツの手軽き
と大衆が感じている以上の必要性を説く 乙とが先決であろう。従って，身近かに運動がで
きる施設があり，しかも面倒な手続きなどの必要のケいもので気軽に出かけられ，そこに
は段階に応じての指導がいつも成されるよ うになっていれば， 大衆の素朴なス ポーツへの
欲求は満たされ，そしてそれが更に大衆へ浸透していけば国民全体を対称とした生涯体育
の道が開けていくのではなかろうか。
(2) 指導者について
現在の体育施設の中で，指導者を有するものは表14の如くであり， 学校施設については
指導者があるものとみているが，授業は別と して課外活動については指導は必らずしも100
%成されているとはいえない。特lと現時点では IL Oの教員の地位に関する勧告によ り，
課外活動への参加は過度の負担とならないものとされ， 教職についての考え方の相違など
もからんで課外活動の指導については，体育教師がやりたくても学校施設の開放が成され
ず， 勤務の延長と考えられたりし， 思うように指導にあたる乙とができない。 校外での指
導にあた っていたとしても， 怪我をした場合の問題などもある。これについてはスポーッ
障害保険により解決も間近かであろうが，これは学校以外に指導者が乏しい日本の現状で
は，新たな施設を増し，指導者をつけることは勿論であるが，現有の学校施設を全面解放
し，なお指導者をおく乙とを考えることが早道であろう。その指導者については体育教師
があたる乙ともあろうし，それぞれの段階をおった目的の違う指導が成きれなければなら
ないところから，身近かな指導者，つまり現在の体育指導委員をフルに使う ζ とが先決で
49 
表 14 指導者のいる体育施設 （公共，民間）
（松坂氏による）
二に 公 共 民間（非営利） 民間（営利）全 国 全 道 全 国 全 道 全 国 全 道N 9ち N % N 9移 N % N 9杉 N 予多
陸 上 競 技 場 122 34. 8 9 23. 1 6 50. 0 4 44. 4 
野 球 場 242 28. 4 25 34. 2 44 36. 7 15 34. 9 2 100. 0 
球 技 場 38 35. 5 2 50. 0 6 75. 0 1 100. 0 4 44. 4 
連 動 広 場 265 19. 5 12 14. 1 31 13. 7 2 40. 0 18 47. 4 5 100. 0 
パ レボール一場（外） 152 30. 8 6 15. 0 35 28. 7 4 50. 0 11 44. 4 2 100. 0 
庭 球 場 （外） 216 28. 9 15 30. 0 39 21. 9 3 18. 8 16 25. 8 2 40. 0 
パスケ‘ノトボー ル場（外） 31 45. 6 7 41. 2 
す も う場（外） 64 23. 3 22 14. 7 1 3. 2 
体 育 館 429 43. 6 15 27. 8 20 45. 5 3 100‘O 6 28. 6 
柔 道 場 86 53. 8 4 44. 4 147 85. 5 6 75. 0 91 91. 9 3 100. 0 
剣 道 場 65 58. 6 4 50. 0 126 84. 0 3 50‘O 31 91. 2 1 100. 0 
柔 貴リ 道 場 84 51. 2 8 50. 0 104 75. 4 6 85. 7 4 50. 0 
弓 道 場 103 34. 7 8 44.4 126 56. 0 13 56. 5 30 75. 0 
アーチェリ ー射 場 5 55. 6 3 100. 0 4 50. 0 20 12. 5 1 100. 0 
卓 球 場 65 51. 6 9 81. 8 21 38. 2 2 28. 6 174 45. 7 8 53. 3 
レスリング 場 1 100. 0 1 100. 0 
ボクシング場 4 50. 0 1 100. 0 16 100. 0 3 100. 0 48 98. 0 
ト レーニング場 22 91. 7 6 100. 0 33 100. 0 1 100. 0 
ボーリング場 538 89. 5 20 95. 2 
アイススケー ト場（内） 3 75. 0 2 100. 0 104 97. 2 4 100. 0 
アイススケ トー場（外〉 25 43. 9 9 34. 6 2 18. 2 1 33. 3 51 76. 1 
ローラースケート場（内） 1 50. 0 5 27. 8 
ロー ラースケート場（外） 3 33. 3 1 33. 3 16 57. 1 
水泳プール（内） 28 62. 2 2 50. 0 3 100. 0 60 67. 4 6 60. 0 
水泳プール（外） 502 39. 0 45 45. 5 35 40. 7 3 50. 0 138 44. 4 1 50. 0 
キ ヤ ン プ 場 200 32. 1 15 27. 8 38 24. 7 2 16. 7 185 52. 7 2 40. 0 
ス キ 場 103 43. 6 27 37. 0 23 37. 1 2 25. 0 104 76. 5 5 100. 0 
山 の 家 106 41. 4 11 73. 3 17 27. 9 2 100. 0 151 76. 7 2 100. 0 
海 の 家 26 39. 4 2 100. 0 15 42. 9 21 28. 0 
海 水 浴 場 126 24. 8 10 20. 4 24 16. 3 64 45. 4 6 54. 5 
河川l，湖沼等の遊泳場 21 19. 3 3 50、O 11 29. 7 3 42. 9 
ライフノレ・けん銃射撃場 6 27. 3 3 33. 3 1 100, 0 8 72. 7 
クレ ー 射 撃場 11 22. 0 20 31. 3 4 66, 7 33 54. 1 2 25. 0 
糟 艇 場 9 45. 0 2 40. 0 
ヨ 、2 ト 場 4 44. 4 1 100. 0 1 33. 3 5 100. 0 
コ Jレ フ 場 4 57. 1 10 76. 9 2 66, 7 368 80. 4 19 67. 9 
ゴルフ練 習場 3 42. 9 3 14. 3 385 75. 8 19 73. 1 
馬 場 3 14. 3 7 77. 8 1 100, 0 23 92. 0 1 100. 0 
ハイ キングコ ース 46 7. 5 18 30. 0 12 10. 0 7 17. 5 
サイクリ ングコー ス 12 16. 9 2 20. 0 
そ の 他 7 26. 9 12 63. 2 28 50. 0 I 100. 0 
4口'- 計 3, 243 31. 8 264 31. 4 I, 008 40. 0 65 35. 9 2.802 67. 0 113 69. 8 
（注） 勿は施設数に対する指導者のいる施設率。
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はなし、かと考える。そ乙で要求されることは， 高度な技術の指導をう けることではなし
ごく初歩的な指導が成されることの方がよいのである。 最近，日本陸上競技連盟か ら，公
認一種の競技場に指導者を設置する という 提案が成されているが，そこには種々の問題も
あろうが除々にその手を拡げていくことを望みたい。
(3) 脆設・用具について
施設については充分なる設備の整ったものでなくても， 気軽に出かけていっていつでも
自由に使用できるものであれば，たとえそれが単なる空地であった として も，スポーツの
できる施設と考えてよいわけである。スポーツ施設といわれるものは，各種の競技場 ・体
育館・ 公園 ・スキー場・スケー卜場・海水浴場・キャ ンプ場 ・プールなどがあげられるが，
現在では野外活動も盛んであり， 登山コース・ サイク リングコース ・歩け歩け運動の奨励
による遊歩道などと数多い。総理府が国民体力づくりの一環として開設を進めている 「山
野を歩く運動 （オリエ ンテーリング） 」のモデル ・コースが，札幌市周辺にも 5コースで
きることが内定し喜ばしい乙とである。
しかし，まだまだ人口K対する抱設数は表15の如くすくなし施設の中でも学校施設が
71.4 %と多く，学校開校が叫ばれていても 末だ充分でないとこ ろから，学校施設の一般使
用はなかなかむずかしい。活動をするにも組織への加入，あるいは特定の人のためのもの
という感がつよし 公立体育館などの施設はあっても全く 一部の人のものにすぎない。気
軽に心の向く時に自由に使用できる施設・場所というのは運動広場といわれる公園の類の
ものであり，それらも 数少ない上に夜間照明などの設備の問題になる とそれも不充分なる
が故に数の上で示されたものよりも， 一般の人が使用する夜間の乙と を考える と実際に使
用できる施設がいかにすくないかがわかる。
2. 主婦の生涯体育の方向について
以上の現状をよくとらえた上で，生涯体育の発展のために国をあげて努力しなければな
らない。特に主婦層については， 家庭における健療管理者の立場もある と乙 ろから，積極
的に体育およびスポーツ活動に参加しうるべく指導が必要であろう。
技術革新 ・大衆の余暇の時代といわれる現在，自然を求め， スポーツの必要性が強調さ
れ，それと共に国民のスポーツへの欲求が高まったことが， スポーツが一部の人のための
ものであろという考え方から大衆のものへと変って来たのである。そ して，日本体育協会
が社会体育の振興を提唱して 2年になる中で， 自然に生まれて来た民間のクラブの数は年
々増しているといわれる。中でもスイ ーミングクラブ ・サッカ 一教室 ・ジャックなどは，i
その活動も報じられ活発に行われており，それな りの効果を収めている と発表されている。
子供に引率して行った母親のための体力づくり・ 美容体操などもあ り親と子の活動が報道
されている。しかし，経済面，指導者不足，場所などの問題は，参加者が増すにつれて大
きく拡がってくるのである。 参加者が増しているとはいえ，昭和45年の札幌市の主婦につ
いての調査では，サークル活動参加者は表16の如く22.0%であるが，その内容に ついて
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表 15 都道府県別に見た体育施設数と人口との関係
人 口 JI民 体育施設数 l唄 1施設あたりの
A （人） 位 B （箇所） 位 A/B f人人口） 
5, 391, 857 3 9, 435 1 571. 5 
1, 506, 525 27 2, 230 30 675. 6 
1, 446, 832 29 3, 107 20 465. 7 
1, 819, 233 18 2, 642 23 688. 6 
1, 318. 373 30 2, 595 25 508. 0 
1, 266, 738 31 2, 497 28 507. 3 
2,001, 453 15 3, 343 16 598. 7 
2, 103, 581 14 3, 181 18 661. 3 
1, 546, 517 26 3, 163 19 488. 9 
1, 636, 115 23 2,498 27 655. 0 
3, 396, 271 8 4, 556 7 745. 5 
2, 969,459 10 3,869 12 767. 5 
10, 863, 728 1 8. 130 2 1, 336. 3 
4, 877, 054 5 4,026 11 1, 211. 4 
2,414,955 11 4, 474 8 539.3 
1, 013, 538 35 l, 796 36 574.4 
999,991 36 2,041 33 490. 0 
753,059 45 1, 335 41 564. 1 
781, 089 44 1, 299 43 601. 3 
1, 974, 569 16 4, 068 10 485. 4 
1, 764, 911 20 3, 405 14 518. 3 
3, 014, 690 9 4, 839 5 623. 0 
5, 090, 858 4 5, 077 4 1, 002 7 
1, 561, 531 25 2, 587 26 603. 6 
866, 582 40 1, 785 37 485. 5 
2, 176, 262 13 2, 276 29 956. 2 
7, 025, 247 2 4, 425 9 1, 587. 6 
4, 488, 022 6 6, 100 3 735. 7 
873, 391 39 1, 278 44 683. 4 
1, 068, 662 34 1,640 38 651. 6 
588, 477 46 1, 277 45 460. 8 
823, 804 42 1, 817 35 453. 4 
1, 728, 785 21 2, 769 22 624. 3 
2,413, 340 12 3, 708 13 650. 9 
1, 574, 611 24 3, 371 15 467. 1 
806, 702 43 l, 485 39 543. 2 
921, 263 37 1, 260 46 731. 2 
1, 481, 482 28 2, 606 24 568. 5 
849, 854 41 1, 471 40 577. 7 
4, 140, 358 7 4, 687 6 883. 4 
890, 685 38 1, 332 42 668. 7 
1, 689,498 22 2, 075 32 814. 2 
1,801,314 19 3,082 21 584.5 
1, 229, 505 32 2, 208 31 556. 8 
1, 136, 135 33 2,039 34 557. 2 
1, 883, 114 17 3,231 17 582.8 
101, 988. 020 142, 115 717. 6 
JI原
位
18 
33 
3 
35 
10 
9 
23 
31 
7 
30 
38 
39 
45 
44 
12 
19 
8 
16 
24 
5 
11 
26 
43 
25 
6 
42 
46 
37 
34 
29 
2 
1 
27 
28 
4 
13 
36 
17 
20 
41 
32 
40 
22 
14 
15 
21 
51 
f注）
自治省行政局編、住
民基本台帳にもとづ
く全国人口、世帯数
表昭和43年版による。
（松坂氏による）
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表17をみるとスポーツ
活動はすくない。
従って，社会体育が
盛んになったといわれ
ながらも， 本当に必要
な層と思われるところ
まではまだ浸透してい
ないのである。かくの
如き現時点で社会体育
を進めていくためには，
いろいろと困難な問題
がともなうが，まずは
対象者が社会体育への
参加を自ら望台ように
しむける乙とであろう。
学校を卒業してからは，
希望しないかぎりにお
いては全ゆる面で教育
を受ける機会はすくな
くなる。技術革新の進
む中では，学校におい
て教育されたも のだけ
では追いつかなくなっ
て来た。乙れからは‘
生程とおしての教育が
必要に応じて成きれな
ければならないのであ
る。技術革新iとより余
暇時間は確かに増した。
しかし反面，機械に酷
使 され，また公害に悩
まされ，精神的緊張の
連続もからんで人間関
係の断絶を生み，身体
的活動がす くなく， 現
布上：主婦の体育・スポーッ活動花関する一考察
表 16 サーク Jレ活動参加者数
年代 2 0 代 3 0代 4 0代 計
総 選管 2 8 1 3 1 1 0 5 2 6 4 
項目 4建 N 9彰 N % N 5話 N % 
サークル活動数 8 3 6 23 67 
サー クJレ活動実施者 7 2 5.0 3 1 2 3.7 1 9 1 8.1 58 2 2.0 
実施していない者 2 1 7 5.0 1 0 0 7 6.3 86 8 1.9 206 7 8.0 
（注）サー クル活動実施者は一人て‘二つのサー クJレ活動をしている人もある。
表 17 サー クル活動内容
2 0代 3 0 代 4 0 ,t℃ 言十
8 3 6 2 3 6 7 
項目 ＼三冬彦 N 手話 N % NI % NI 必
婦 人 学 級 l 1 2.5 I 1.5 
婦人スポー ツサー クJレ 1 1 2.5 4 1 1.1 I 5 
洋 裁 1 1 2.5 3 8.3 
美 ，廿宮崎b 体 操 2 2 5.0 6 1 6.7 
生 花 1 I 1 2.5 2 5.6 
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代病である運動不足病を生むまでになっている。そうした中で，人が自然を求め， スポー
ツ・レクリェーション活動を求めて人間性の回復を叫けぶのは当然のこ とである。 手おく
れの感が強い現状を，いちはやく把握して善処すべく考えねばならない。
総理府発表のスポーツに関する世論調査の結果によると，国民のスポーツに対する関心
度は，昭年32年 35.0%，昭和37年 62.9%，昭和40年 64.9%と大き く伸びて来ている。そし
て，乙れからはますます余暇時聞がまし，体育・スポーツに対する欲求も急増すると予想
されている。従って現在のスポーツ欲求を満たすことばかりではなく， 計画的な生涯をと
おしての体育が成されることを望むものである。そのためには，国をあげて健康の重要性
を説き，そのための体育の必要性を知らせるべく努力すべきである。しかし，必要性を知
っていてもなお参加者がすくない理由を考え，永続きさせるように実施したいものであるn
競技スポーツとは目的を異にした大衆スポーツは， 「楽しさ」を要求されるであろうとこ
ろから，スポーツを正しく楽しく 実施できる，それぞれの環境に合ったスポーッ活動でな
ければならない。そのためには，大衆に合わせた ルールなどもできてしかるべきである。
しかし，スポーツを楽しむことを目的としている人にはスポーツを与えられるが，スポー
ツに対しあまり積極的でない人をどのようにして参加させるかに努力をはらわねばならな
いだろう。外国の如く，スポーツをやる乙とがあたりまえであるようになることが望まし
く，日本のよう に年輩者が トレーニング姿でいることを恥かしがらねばならないような状
態では，生涯とおして運動に親しむなどは先の遠い話のようである。まずは一番身近かな
学校の施設を開放し，そこには必要に応じて指導が受けられるように指導者がいることで
あり， またスポーツを行う乙とだけに終らずz 談話もできるような施設があれば，たのし
みながらスポー ッに親しむ乙とができょう。指導者は、生涯とおしての体育ということを
指導の念頭において，その場かぎりのものではなし永く 続ける乙とができるような配慮
をもった指導を成すように充分その指導法を研究しなければならないだろう。
しかし，学校施設開放と指導者が揃っていても，i そこ に呼びかけがなければ今のままで
は人が集まって ζ ないだろう。身体運動の必要性を広く説くとと もに，そのたのしさも知
らせることである。そしてそ乙に集まって来た社会体育への参加者を対象re，.生涯をとお
しての体育を指導していく乙とができたならば，I 健康にあふれた明るい社会が築かれ，技
術革新と相まって民支すます人類は発展することであろう。国民の運動欲求からみた場合
の生涯体育の発展の可能性はどうであろうか。激動の社会状況の中で，人間の価値感が変
って来ているといわれるが，今一番ほしいものについての調査では， 岡崎氏によるも のを
表18でみると，年令がすすむにつれて「健康な肉体」そして「長生き」をあげている。そ
のために重要な役割を果たすと考えられる体育・スポーツ活動の必要性を指導し， 乙の年
令層に向けてスポーツ活動や生涯とおして実施でき る身体活動の方法を指導する必要があ
ろう。
最近，余暇時間の活用としてレ ジャーという 言葉が多 く用いられている。岡崎氏による
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表 18 「ほしいもの J le: －：：＞，，..いて
1 2 3 
全 体 幸福な家庭 （4 o.1 ) 健康位肉体（3 8. 7 ) カ〉 ね （2 6. 7 ) 
男 健康な肉体 （3 8. 8 ) 幸福な家庭（3 8. 2 ) か ね （2 8. 5 ) 
女 幸福な家庭〔 42. 0 ) 健康な肉体（3 8. 7 ) か ね （2 5. 1 ) 
1 6～ 1 9才 よい友 人（ 41.0) 知識や技能（3 7. 8 ) 自由な時間 （2 9. 3 ) 
2 0 -2 9 幸福な家庭 （3 2. 3 ) 健康な肉体（3 2. 1 ) 土 地や住宅（2 7. 8 ) 
3 0～ 3 9 幸福な家庭 （4 8. 4 ) 健康な肉体（3 4. 8 ) 土地や住 宅 （2 9. 9 ) 
4 0 - 4 9 幸福な家庭 （4 5. 8 ) 健康な肉体（4 5. 5 ) 長 生 き（2 9. 2 ) 
5 0～ 5 9 健康な肉体 （5 3. 3 ) 幸福な家庭（ 4 3. 6 ) 長 生 き（ 3 6. 4 ) 
6 0才以上 長 生 き（ 5 7. 0 ) 幸福な家庭（ 51.7) 健康な肉体（ 4 8. 8 ) 
f注）日本人の価値感より。
と日本人のレジャ ーのとらえ万は，家庭生活の内部に求めるもので家庭生活から独立した
レジャーへの認識は必らずしも高くない。従って生涯体育のすすめも家族ぐるみで実掘で
きるような方法を考える方がよいであろう。また， 20～59才の年代を通じて，女性の方が
レジャ ーの認識が深いと乙 ろから，今後生涯体育をすすめていく場合は女性から浸透させ
ていった方がよいであろう。 特lと家庭においては主婦を とおして家族ぐるみの活動を実施
する乙とが早道のようである。
日本人は，仕事と家事その他身のまわり以外の余暇時聞をアルバイト（内職）とか社会
奉仕など仕事に準ずる面lと多く 使っている。余暇時聞が必ずしも レジャーにつながるもの
ではないのである。大都市では余暇時聞を教養 ・知的創造 ・趣味などにあて，いわゆるレ
ジャ ーとはほど遠いよ うである。余暇時間のすごし方 としては， 「休息 」と「 趣味」が望
ましいという比率が大きく，岡崎氏によると合計で73%である。 「休息 」については男子
が多く，また年令とともに増してくる。乙のよう に，一番ほしいものが健康な肉体である
としても，そのために「休息」をすることが多く ，スポーッ活動はなかなか実行されるま
でに至 らない。
日本人のしあわせの価値感は， 「健康で家庭円満」であった と岡崎氏は報告している。
現代社会の機構の中で人聞が機械の一部化されてしまっては，健康を害したら全く 生活の
基盤を失う結果となる。現在では病気治療は人間失格の感さえある。また，現在してみた
いことは「旅行」が圧倒的に多いがヲ それは旅行することにより 現状からの逃避をする と
ともに，それにより 自己を とり もどそうという ことのようである。 筆者の調査で も， 余暇
が今より増したときにやりたいことは 3 前述の如く 「本をよむ」 33.3%, 「習い事」27.3
%，「旅行」 26.5%となっている。
表19の如く「 幸福な家庭」「健康な肉体J「長生き」ζれらが日本人のイメ ージのよう
であるが，余暇時間の利用はやはり土 ・日曜日に集中し，岡崎氏の調査では「 Cろ寝」 が
多く，その他趣味もかなり多い。健康な肉体
を欲求しながらも，そのための努力が積極的
な万向に向いていないようである。最近使わ
れるレジャーという言葉は，休息などの消極
的な行為よりも何か目的のある積極的な行動
に向けられて使う ところから，余暇を利用し
ての積極的な体育・スポーツ活動の中から，
自己にあったものを見つけ出して一生を通し
て実施できるように指導されなければならな
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表 19 「ほしいもの」について （第）
lif:1: 4 0 
2. 健康な肉体 39 39136 
3. か ね 27 25 27 
4. 長生地きとI2ム3 1 231231 
5. 住宅や土 221231 29 
（注）日本人の価値感Iとより。
い。公害問題も多く，公害をさけることばかりではなし抵抗力のある身体をつくる乙と
も合わせて考えねばならないであろう。
官ま と め
以上，主婦の体育・スポーツ活動についての実態調査の結果を考察し， 一般大象にとら
えられているスポーツ活動の内容を とらえ，全ての人々にスポー ッ活動を望朴と ころから
現状の日本の社会体育を眺め， 特民主婦のスポーツ活聞に対する理解と健康ぞ活について
の関心を高める乙とが， 家族ぐるみの生涯そとおしての健康な生活与を送る乙とに一番の早
道ではなL、かと考えた。主婦の体育・スポーツ活動についての調査の結果をとおして，現
在主婦の体育 ・スポーツ活動が盛んになったといわれながらも，まだまだ一般化していな
いその原因などを追求してみた。 主婦特有の事情もあるであろうが， 一時的なブームに乗
った社会体育のすすめではな し生涯を通じて計画的に成される生在体育でなければなら
ない。 婦人についていえば， 学校卒業後は全く運動をする機会iζ恵まれず，結婚後はます
ます家庭の中にとじ ζ もり，家庭電化や家族数の減少による家事・ 育児の軽減などで身体
活動かすく なくな り， 生活lと最低量必要とする体力すらつけられない。一家の健康管理は
主婦の仕事でもあり，活動的で明るい母親，を申心にした家族ぐるみのスポーツ活動ができ
るならば、親子の断絶なども解決されるのではないだろうか。また最近の赤ちゃんの標準
はだんだん大きく なっていると ころから？ 0才～ 100才までの体力づくりなどいわれでも
いるが2 妊婦の体操などがあってもよいはずであ り，生涯体育は胎児の頃からはじま るこ
とにもなろうし，未開発の老人体育もますます盛んにならなければいけない。また病人の
ための体操もなければな らないであろう。最近の医学も新薬にプラスして予防医学も発達
して きており，その中で身体運動の占める役割も大きいであろう。しかし， 生涯体育の必
要性を充分知って も，実際に実施するという乙とがなかなかかずかしいことで，最終的lと
は個々人のやる気構えがまず先決である。その気構えをおこさせるための啓蒙運動は全ゆ
る手段をもって成される乙とが必要で、あり，その上lζ指導者の養成 ・施設の拡充を考えね
ばな らない。指導者は単にスポーッの技術を指導するのではなく， 広く生涯体育のすすめ
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を考え，生活を豊かにさせうる幅広い指導でなければならない。 施設 ・場所はでき るだけ
地域社会に入りこんだもので，自由に使えるものであって欲しい。手軽に費用をかけずに
でき，そして活動自体が興味をもてるもので，たのしみながら体力をつけることができて，
効果もあがれば自然に永続きすると共にどんどん多くの人に拡げられていくであろう。こ
れだけの条件を揃えた上で，特に余暇の多くなった主婦をどのようにして外に集めるかを
考えねばならない。今後は，主婦のためのスポーツサークルを作成し，そ乙でおこる諸問
題を追求していく乙とであると考える。既成のスポーツサークルと違い，地域の中lζ入り
こんだサークルを作成する必要があろう。
最後に，資料を提供くださった栄養短大奈良くり先生，藤女子短大川端ひろ子先生に厚
くお礼を申しあげます。また，御指導いただきま した教育大学札幌の滝波武先生， 札幌医
科大学の松坂弘康先生に感謝いたしますとともに今後ともよろしく御指導の程おねがい申
しあげます。
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